
発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１�
テレホンガイドいいだ TEL.（２２）９５５５●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

［特集］�
●魅力あふれるまち空間誕生�

りんご並木　花いっぱい交流会。�
飯田東中学校と下伊那農業高校の�
生徒の皆さんが花の苗を植える作業を�

ともに行い、交流しました。�
りんご並木、真夏の景色が楽しみです。�

飯田市の人口（6/1現在）■人口＝106,618人（前月比＋62）男51,157人女55,461人  ■世帯＝35,136戸（前月比＋77）�
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続いて、商業・住居・文化施設の整備をめざした�
橋南第二地区再開発事業�

第一地区の向かい側、本町１丁目、通り町１丁目、銀座３丁目の区域を�
第二地区として、再開発の計画が進められています。�

４階～10階には、定住人口の確保を�
　　図るための、都市型住宅を供給。�
　　42戸の住宅はすべて入居者も決まり、�
　　６月末から新しい生活が始まりました。�

安心して暮らせる免震構造�

多様なライフスタイルに応じた住居。�
免震構造による安心な住まい、�
そしてバリアフリー対応です。�

地震地震のエネルギー（ゆれ）を直接建物直接建物に
伝えないようにし、地震時地震時の安全性安全性を確
保する構造構造です。�

地震のエネルギー（ゆれ）を直接建物に
伝えないようにし、地震時の安全性を確
保する構造です。�

■問合せ　まちづくり推進室　122-4511　内線3621

2階には、市役所総合窓口ができます。�
住民票交付などの諸証明が夜7時まで受けられるほか、�

福祉事務所（福祉課・児童課・介護高齢課）が�
現庁舎から移動します。�

また、2～3階は市民の活動や交流のスペースとして、�
市民サロンや会議室を設置し、幅広く活用していただけます。�

8月下旬オープンをめざしています。�
�

この市役所部分の詳細は、広報いいだ8月1日号で特集します。�

ち�ち�ま�ま�

ち�ち�ま�ま�

動物園�

知久町�

本　町� り
ん
ご
並
木�

銀
座�

トップヒルズ本町�

南側から見る住宅部分　　

北側通路　�

3階と4階の間に設けた免震装置　　
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がこの夏完成します。�
みんなで安心して暮らせるまち、�
文化・歴史の薫りを大切にした多様な生活環境をもつまち、�
そして飯田下伊那の顔としてのまちをめざし、�
構想から約10年、�
再開発準備組合設立から約４年をかけて、�
第１地区が完成します。�

飯田下伊那の経済・文化の中心として長い歴史を持つ�
「丘の上」を、再び賑わいのあるまちに。�
新しい暮らしの場、そして交流の場としての再開発ビル、�
美しく整備されたりんご並木、�
歴史を伝える三連蔵もよみがえり、�
飯田の「まちの顔」として再生の一歩を踏み出します。�

ち�ち�ま�ま�

ち�ち�ま�ま�

※本町駐車場の利用と1時間無料の開始は、同時に7月下旬の予定です。�

銀座側の2～4階には、�
立体自走式の市営駐車場を備えます。�
４台分の障害者専用スペースを確保。�
また、中央・飯田駅の市営駐車場も併せ、�
１時間まで無料で駐車することができるようになります。�

また、このビルに隣接する裏界線と、知久町１丁目への�
通り抜け道路も整備中。�
りんご並木～知久町～銀座の商店街を回遊できる、�
新しいまちの魅力的な空間となります。�

トップヒルズ本町�トップヒルズ本町�
橋南第一地区再開発ビル�

あふれる�あふれる�

りんご並木側の１階は商業スペース。�
スーパーマーケットをはじめとする複数店舗が開店します。�
　　　　　　　　※オープンは７月27日の予定です。�

　　本町駐車場内部�

東側を図書館前から�



　5月～6月下旬の間に68校2万人が

訪れました。ラフトボート、カヌー、渓流釣

りなど、体験メニューは100を数えます。

千代ごんべえ邑（むら）での農村生活体

験では、山菜を取り、「かまど」でご飯を

炊いて食べる、というメニューに表情を

輝かせ、取り組んでいました。それぞれど

んな思い出が胸に残ったのでしょうか。�

　6月3日、国土交通省や県、飯田市を

始め、天竜川流域26市町村主催の水

防演習が川路河川敷で行われました。�

　消防団員や川路小学校子ども水防

団など、約1，000人が、洪水時に備えた

水防工法の実施や、救助訓練などを行

いました。また、36災害の写真展示など

もあり見学者の関心を集めていました。�

もしも大洪水が起こったら�
天竜川上流水防演習�

豊かな自然を背景に�
体験が思い出に�

体験教育旅行続々来飯�

山菜（わらび）採り�

ラフトボート�



　6月9日、10日鼎文化センターで開催。演劇界に新しい

創作の風を。この講座は、全国各地で毎年開催され、本

年は飯田が開催地に。一流講師陣の劇作指導に、書き

手、演じ手が真剣に取り組んでいました。�

　6月17日、市内各地を会場に、マレットゴルフ、女子ソ

フトボール、など６競技の市予選を開催。矢高運動場の

ペタンク競技では、小学生から高齢者まで、投げた球の

行方に一喜一憂。さわやかな歓声に包まれました。�

応募作品の上演とワークショップ�

第7回劇作講座3分間一人芝居�
初夏の日差しに歓声こだまする�

県民さわやかスポーツ祭�

　6月17日、座光寺麻績の館で子どもを

対象とした、糸操り人形づくり講座が開

催されました。竹田扇之助先生を始めと

する、講師の方 を々迎え、地元の竹田人

形を支える会が主催。�

　子どもたちの真剣なまなざしに、「人

形劇のまち飯田」の姿を感じました。�

　フェスタのころには、子どもたちと一緒

にいる、楽しそうな人形たちが誕生する

ことでしょう。�

子どもと人形が語るとき�
竹田糸操り人形講座�
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心
臓
か
ら
全
身
へ
血
液
を
配

る
動
脈
の
本
管
を
、大
動
脈
と
い

い
ま
す
。大
動
脈
の
壁
が
こ
ぶ（
瘤
）

状
に
拡
張
し
、直
径
が
胸
部
で
４

㎝
、腹
部
で
３
㎝
を
越
え
る
と
、

大
動
脈
瘤
と
し
て
い
ま
す
。発
生

部
位
に
よ
っ
て
胸
部
大
動
脈
瘤
と

腹
部
大
動
脈
瘤
に
分
類
さ
れ
、瘤

の
形
か
ら
〝
紡
錘
状
〞
と
、球
の

よ
う
に
突
出
し
た
〝
嚢
状
〞
に

分
類
さ
れ
ま
す
。�

　
大
動
脈
の
壁
は
内
膜
、中
膜
、

外
膜
の
三
層
構
造
を
し
て
い
ま
す

が
、瘤
壁
も
こ
の
三
層
構
造
を
保

っ
た
も
の
を
真
性
大
動
脈
瘤
と
い

い
ま
す
。こ
れ
に
対
し
、内
膜
に
亀

裂
が
生
じ
て
中
膜
層
に
本
来
の

内
腔（
真
腔
）と
別
の
空
間（
偽
腔
）

が
で
き
た
状
態
を
大
動
脈
解
離

と
い
い
、拡
張
す
る
と
解
離
性
大

動
脈
瘤
に
な
り
ま
す
。特
殊
な
も

の
と
し
て
、外
傷
な
ど
で
大
動
脈

か
ら
の
出
血
が
周
囲
組
織
で
瘤

状
に
覆
わ
れ
た
も
の
を
仮
性
大

動
脈
瘤
と
い
い
ま
す
。�

　
こ
こ
か
ら
は
、真
性
大
動
脈
瘤
と

解
離
性
大
動
脈
瘤（
大
動
脈
解
離

を
含
め
て
）を
中
心
に
話
を
進
め

ま
す
。大
動
脈
瘤
の
発
生
頻
度
は

千
人
に
３
〜
５
人
で
、５０
〜
７０
歳
代

に
多
く
、男
性
が
女
性
の
３
〜
８

倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。原
因
の

８０
〜
９０
％
は
動
脈
硬
化
症
と
さ
れ
、

そ
の
危
険
因
子
と
な
る
喫
煙
、高

血
圧
、糖
尿
病
、高
脂
血
症
な
ど

の
合
併
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。�

　
特
に
狭
心
症
の
合
併
率
は
高
く
、

当
院
で
も
胸
部
の
１１
％
腹
部
の

４３
％
に
合
併
し
、１７
％
で
瘤
の
手

術
前
に
狭
心
症
の
治
療
が
必
要

で
し
た
。他
の
原
因
と
し
て
、外
傷
、

感
染
、炎
症
、遺
伝
的
要
因
な
ど

も
あ
り
ま
す
。�

　
次
回
は
大
動
脈
瘤
の
症
状
と

診
断
で
す
。�

市立病院　心臓血管外科�
神頭定彦 医師�

現
代
版�

現
代
版�

ぼ
う
　す
い�

の
う�

　児童手当制度は、児童を養育し
ている方に手当てを支給し、家庭
における生活の安定と児童の健全
な育成を目的としています。�
昨年の法改正で、支給対象が6歳
到達後の3月31日までの間にある
児童（義務教育就学前の児童）を
養育している方に支給されるよう
に改正されました。�
　さらに今年6月からは、支給要
件となる所得制限限度額が、表の
ように大幅に引き上げられまし
た。該当と思われる方は、児童課

または各支所で手続
きしてください。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
現況届けの提出はお済みですか。�
　児童手当を受けている方は、毎
年 6月 1日における状況を記載し
た「現況届」を提出しなければな
りません。この届けの提出がない
と、手当が受けられなくなります
ので、ご注意ください。�
■問合せ　児童課　家庭係�
　　　　 1（22）4511　内線5335

児童手当の所得制限�
限度額大幅引上げ�

以
前
は
「
日
光
浴
は
体
に
よ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
で
は
、紫
外

線
が
皮
膚
の
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
、感
染
症
に
な
り
や
す
く
し
た
り
、皮
膚
細

胞
の
遺
伝
子
を
傷
つ
け
、皮
膚
が
ん
な
ど
を
発
症
さ
せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
�

外
出
時
は
、日
焼
け
止
め
や
帽
子
な
ど
を
使
用
し
て
、過
度
の
日
焼
け
を
し
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
�

し
ん
く
う�

ぎ
　
く
う�

か
い
　
り�

大
動
脈
瘤
っ
て
な
に
？�

り
ゅ
う�

扶養親族�

等の数�

国民年金の方� 厚生年金の方�

0人�

1人�

2人�

3人以上�

旧限度額�新限度額�旧限度額�新限度額�

170万円�

208万円�

246万円�

301万円�

339万円�

377万円�

361万円�

399万円�

437万円�

460万円�

498万円�

536万円�

扶養親族の数が1人増えるごとに�

38万円加算した額�

所得制限限度額表�

Ⅰ

分
類
と
原
因�
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私
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
夢

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。�

私
が
大
人
に
な
る
こ
ろ
は
、ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
問
題
が
今
よ
り
も
っ

と
深
刻
に
な
る
と
思
う
の
で
、リ

サ
イ
ク
ル
運
動
を
進
め
た
い
で
す
。

ま
た
、世
界
に
目
を
向
け
、地
雷
撤

去
の
運
動
も
し
た
い
で
す
。　�

　
今
そ
の
た
め
に
Ｃ
Ｄ
を
売
っ
て

い
ま
す
が
、ま
だ
何
十
年
も
か
か

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、私
も
こ

う
い
う
運
動
が
し
た
い
で
す
。�

　
そ
れ
か
ら
私
は
動
物
が
好
き
な

の
で
、盲
導
犬
や
聴
導
犬
を
育
て

て
、人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。�

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
、�

「
広
報
い
い
だ
」
の
感
想
な
ど
、広
報
広
聴
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

私
が
大
き
く
な
っ
た
ら�

　
い
よ
い
よ
今
年
も
「
い
い
だ

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
」
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
人
形
劇
の
ま
ち
飯
田
と
言
っ

て
も
、
今
ま
で
私
の
中
で
は
、

ど
こ
か
別
の
感
覚
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
田
、
黒

田
人
形
を
始
め
と
し
、
古
く
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
人
形
芝

居
の
中
に
、
当
千
代
地
区
に
も

野
池
人
形
、
下
村
人
形
の
二
座

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
野
池
人

形
は
伊
那
谷
の
中
で
最
古
と
さ

れ
、
今
の
今
田
人
形
の
始
ま
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
下

村
地
区
に
も
、
当
時
を
物
語
る

貴
重
な
人
形
の
頭
を
始
め
、
衣

装
や
舞
台
の
遺
構
が
残
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
千
代
地
区
で

も
人
形
の
存
在
を
知
ら
な
い
人

が
多
く
、
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
、

人
形
の
歴
史
を
振
り
返
る
機
会

に
し
た
い
と
、
地
区
企
画
公
演

を
考
え
て
い
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
に
入
り
、
暮
ら

し
や
文
化
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
地
域
に
残
す
も
の
、

残
す
べ
き
も
の
を
考
え
た
時
、「
人

形
芝
居
の
里
」
と
言
わ
れ
た
伊

那
谷
、「
人
形
劇
の
ま
ち
」
と

言
わ
れ
る
飯
田
に
住
ん
で
い
る

か
ら
こ
そ
、
何
と
か
こ
の
歴
史

と
財
産
を
、
後
生
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
飯
田
・
下
伊
那
「
地
球
村
」�

人
形
劇
を
よ
り�

　
身
近
な
も
の
に�

 

清
水
　
潤
さ
ん�

参
加
団
体
紹
介�

田
中
小
晴
さ
ん（
下
久
堅
小
６
年
）�

�

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
千
代
地
区�

実
行
委
員
　
下
村
分
館�

　
地
球
村
は
会
員
30
人
で
、

美
し
い
地
球
を
子
ど
も
た
ち
に

残
す
た
め
、
環
境
に
優
し
い
消

費
者
を
増
や
し
、
幸
せ
な
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
主
な
活
動
は
、
環
境
ビ
デ
オ

上
映
会
（
坪
田
愛
華
の
地
球
の

秘
密
）、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
ス
テ
ッ
カ
ー
づ
く
り
、
有

害
紫
外
線
の
測
定
、
ち
ょ
っ
と

い
い
と
こ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
づ
く

り
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
ま
す
。�

　
8
月
25
日
に
は
、
ア
マ
ゾ

ン
先
住
民
と
の
生
活
経
験
の
あ

る
小
浜
由
美
子
さ
ん
の
講
演
会

「
美
し
い
地
球
を
子
ど
も
た
ち
に
」

を
開
催
し
ま
す
。
松
尾
公
民
館

で
午
前
10
時
か
ら
行
い
ま
す

の
で
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。�

1（
2
5
）7
9
7
7

ステッカーは300枚製作。�
イベント等で配布しました。�
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福
祉
医
療
給
付
制
度
は
、
毎

年
７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

受
給
者
の
認
定
切
り
替
え
を
行

っ
て
い
ま
す
。
認
定
さ
れ
る
と

福
祉
医
療
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

▼
対
象
者
・
所
得
要
件
�

　
別
表
に
よ
り
�

○
平
成
１１
年
は
所
得
税
課
税
世

　
帯
で
、
平
成
１２
年
に
所
得
税

　
非
課
税
世
帯
に
な
ら
れ
た
方
�

○
新
た
に
対
象
者
に
該
当
に
な

　
る
方
等
�

※
所
得
税
非
課
税
世
帯
と
は
、

　
世
帯
全
員
の
所
得
税
額
が
な

　
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。�

▼
申
請
手
続
　
保
険
証
と
振
込

　
先
口
座
の
わ
か
る
も
の
を
持

　
参
し
、
市
役
所
各
支
所
、
ま

　
た
は
別
表
担
当
課
ま
で
お
早

　
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
�

　
医
療
給
付
係　
内
線
５
３
８
１
�

　
現
在
、
河
川
や
海
の
水
質
汚

染
が
進
ん
で
い
る
原
因
の
７０
％

が
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

が
供
用
開
始
さ
れ
た
場
合
に
は
、

生
活
排
水
を
速
や
か
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。�

　
特
に
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
か

ら
水
洗
へ
の
改
造
は
、
供
用
開

始
後
３
年
以
内
に
行
う
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
排
水
設
備
工
事
は
専

門
知
識
と
高
い
技
術
を
持
っ
た

「
飯
田
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、公
共
下
水
道
等
が
利
用

で
き
な
い
場
合
に
は
、合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
下
水
道
課
　
内
線
５
２
８
９�

　
水
道
法
規
定
の
標
記
技
術
者

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

▼
試
験
地
　
名
古
屋
市
、
日
進

　
市
ほ
か
全
国
９
会
場�

▼
試
験
期
日
　
１０
月
２８
日
a�

▼
受
験
資
格
　
給
水
装
置
工
事

　
に
関
し
て
３
年
以
上
の
実
務

　
の
経
験
を
有
す
る
方�

▼
受
験
手
数
料�

　
一
万
六
千
八
百
円�

▼
願
書
請
求
方
法�

　
一
部
五
百
円
（
送
料
共
）
を

　
現
金
書
留
に
て
送
金�

▼
願
書
頒
布
期
間�

　
７
月
２３
日
b
ま
で�

▼
願
書
受
付
期
間
　
７
月
３０
日

　
b
ま
で
　
郵
送
の
場
合
は
書

　
留
で
送
付
（
当
日
消
印
有
効
）�

※
提
出
書
類
及
び
受
験
手
数
料

　
は
、
受
験
に
関
す
る
書
類
受

　
付
後
に
は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん
。�

▼
願
書
請
求
・
送
付
先�

　
〒
１
０
３
―
０
０
１
５�

　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱
崎
町

　
四
番
七
号
日
本
橋
安
藤
ビ
ル�

　（
財
）給
水
工
事
技
術
振
興
財

　
団
国
家
試
験
部
国
家
試
験
課�

　
1
０
３（
５
６
９
５
）２
５
１
１�

▼
問
合
せ
　
水
道
課�

　
給
水
係
　
内
線
５
２
７
６�

　
建
設
工
事
の
資
材
に
係
わ
る

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
５
月
３０
日
か
ら
県
内

に
お
い
て
、
解
体
工
事
業
を
行

お
う
と
す
る
人
は
、
県
知
事
へ

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。�

※
１１
月
３０
日
f
ま
で
は
、
登
録

　
を
し
て
な
く
て
も
、
引
き
続

　
き
解
体
工
事
業
を
営
む
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。�

▼
申
請
先
・
問
合
せ�

　
飯
田
建
設
事
務
所
　
総
務
課�

　
1（
２
３
）
１
１
１
１�

福
祉
医
療
給
付�

認
定
切
り
替
え�

成
人
式
は
各
地
区
で�

来
年
１
月
１３
日
開
催�

　
今
年
度
の
成
人
式
は
、
地
区

公
民
館
単
位
を
基
本
と
し
て
来

年
１
月
１３
日
a
に
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
成
人
の
対
象
と
な
る
の

は
、
昭
和
５６
年
４
月
２
日
〜
５７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内

の
中
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
現

在
市
内
在
住
の
方
で
す
。�

　
飯
田
市
で
は
、
よ
り
多
く
の

成
人
の
み
な
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
、「
成
人
の
日
」
前

日
の
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。�

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在

地
区
ご
と
に
検
討
中
で
す
の
で
、

居
住
（
出
身
）
地
区
の
公
民
館

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
市
公
民
館
　

　
1（
２
２
）
１
１
３
２�

公
共
下
水
道
を�

利
用
し
ま
し
ょ
う�

平
成
１３
年
度
給
水
装
置
工
事�

主
任
技
術
者
試
験�

解
体
工
事
業
者
の�

登
録
に
つ
い
て�

66歳～69歳の方�

4歳～小学校入学前の幼児�

身体障害者手帳3級の外部障害者�

母子家庭・父子家庭�

所得税非課税世帯�

所得税非課税世帯�

所得税非課税者�

所得税非課税者�

保健課�

保健課�

福祉課�

児童課�

対　象　者� 所得条件� 担当課�

対象者・所得要件�
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救
急
車
が
１
１
９
番
通
報
を

受
け
て
か
ら
、
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
の
平
均
時
間
は
、
約
７

分
（
Ｈ
１２
飯
田
広
域
消
防
デ
ー

タ
）
で
し
た
。�

　
け
が
や
病
気
の
場
面
に
遭
遇

し
た
と
き
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
が
、
適
切
な
応
急
手
当

を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
尊
い
命

を
救
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
応
急

手
当
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。�

　
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

消
防
署
に
電
話
等
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
広
域
消
防
本
部
　

　
警
防
課
　
1（
２
３
）６
０
０
１
�

応
急
手
当
を�

覚
え
ま
し
ょ
う�

花
火
に
よ
る
火
災
を�

防
ぎ
ま
し
ょ
う�

　
花
火
は
夏
の
風
物
詩
の
一
つ

で
す
が
、
正
し
く
取
り
扱
わ
な

い
と
火
災
に
な
っ
た
り
、
や
け

ど
し
た
り
す
る
な
ど
の
事
故
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。�

　
た
か
が
花
火
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
花
火
を
す
る
前
に
は
必

ず
次
の
よ
う
な
こ
と
に
、
注
意

し
ま
し
ょ
う
。�

○
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
安

　
全
な
場
所
を
選
ぶ
。�

○
風
の
強
い
日
、空
気
が
乾
燥
し

　
て
い
る
日
な
ど
に
は
し
な
い
。�

○
子
ど
も
だ
け
で
は
花
火
は
し

　
な
い
、
さ
せ
な
い
。
必
ず
大

　
人
が
付
き
添
う
。�

○
花
火
に
記
載
さ
れ
た
注
意
書
き

　
を
必
ず
読
ん
で
か
ら
点
火
す
る
。�

○
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本

　
ま
と
め
て
点
火
せ
ず
、
必
ず

　
一
本
ず
つ
点
火
す
る
。�

○
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
必
ず

　
用
意
し
、
マ
ッ
チ
や
花
火
の

　
燃
え
が
ら
は
そ
の
中
に
入
れ

　
て
確
実
に
消
火
す
る
。�

▼
問
合
せ
　
広
域
消
防
本
部
　

　
警
防
課
　
1（
２
３
）６
０
０
１

　
長
野
地
方
法
務
局
で
は
、
人

権
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。�

▼
日
時�

　
７
月
２３
日
b�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

▼
場
所
　
山
本
公
民
館�

▼
相
談
員�

　
舘
野
洪
道
氏
　
竹
村
隆
彦
氏�

▼
問
合
せ�

　
長
野
地
方
法
務
局
　
飯
田
支
局�

　
1（
２
２
）
０
０
１
４�

特
設
人
権
相
談
所
開
設�

■問合せ　環境保全課　廃棄物対策係　電（22）4511　内線5243

家電リサイクル法がスタート�家電リサイクル法がスタート�
していることをご存じですか？�していることをご存じですか？�

リサイクル�

消費者�

小売店� メーカー�

リサイクル費用の負担と�
適正な引き渡し�

引き取りと運搬�引き取った家電品の�
再商品化�

上の4品目を処分するときは、リサイクルが義務付けられ�

集積所へ出せません。イタチガ沢最終処分場へ直接持ち込むこともできません。�

洗濯機�

エアコンや冷蔵庫が活躍する季節。�
買い換えを考えている方も多いと思います。�

エアコン� テレビ�冷蔵庫�

①小売店に�
　引き取ってもらう。�

②自分で�
「指定引き取り場所」へ運ぶ。�

③収集運搬業者に�
　依頼する。�

回収のルールは、�

などの方法となります。いずれもリサイクルするための費用が必要です。�
冷蔵庫　4,600円　エアコン　3,500円　テレビ　2,700円　洗濯機　2,400円�
①の場合は、上記リサイクル料金+収集運搬料金を小売店に支払います。�
②・③の場合は、あらかじめ郵便局でリサイクル料金を振り込み、「家電リサイクル券」を受け取ります。　
　　　　　　　この券を貼って自分で運ぶか、運搬料金を払って業者に依頼します。�

処分を間違えると地域の方々に迷惑がかかります。今一度ご確認ください。�

が、�
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■財　政�
１ 市の財政事情について�
２ 地方財政の仕組みついて�
■女　性�
３ 男女共同参画社会をめざして�
■税　務�
４ やさしい税金の話�
■交　通�
５ 交通安全教室�
■市　政�
６ 飯田市基本構想基本計画�
７ 天竜峡エコバレープロジェクト�
８ 21世紀に向けた地域づくり�
９ 全国総合開発企画�
　「21世紀の国土のグランドデザイン」について�
10 地域連携軸・三遠南信地域について�
11 地域情報化について�
12 エコハウジングビレッジ�
　（環境共生住宅団地）構想�
■保　健�
13 脳卒中予防教室�
14 がん予防教室�
15 骨粗しょう症予防教室�
16 痴呆予防教室�
17 栄養指導�
■福　祉�
18 飯田市の高齢者福祉サービスについて�
19 介護保険制度について�
20 暮らしに安心　国民年金�
■水　道�
21 上・下水道料金の仕組み�
22 安全な水が家庭に届くまで�
23 皆水洗化について�
24 下水をやさしく使いましょう�

■環　境�
25 ごみ・リサイクル講座�
26 飯田市環境計画について�
27 飯田市の環境の状況について�
28 エコ・ライフのすすめ�
29 環境問題における市民、事業者、行政の　
　 役割を考える�
30 地球環境問題と私たちの関わり�
31 ダイオキシンと環境ホルモン�
32 飯田市役所におけるISO14001の取り組み�
33 新エネルギーについて�
■農　林�
34 しいたけのつくり方講座�
35 自然観察をしながらのトレッキング�
36 里山講座　森林空間事業説明と楽しみ方�
37 まつたけ発生環境講座�
■建　設�
38 飯田市の道水路について�
39 公園整備の概要・手づくり広場について�
40 景観住民協定について�
■教　育�
41 家庭教育のあり方�
42 食事と健康�
43 青少年健全育成事業の取り組み�
44 ニュースポーツ講習会�
45 体力測定会�
46 おたのしみ会　紙芝居と本の読み聞かせ�
47 幼児と母親のための読書会�
48 読み聞かせの会�
49 子どもの本についての勉強会�
50 子どもお話の会�
■選　挙�
51 明るい選挙について�
■消　防�
52 防火講話　地震、火災時の消火、避難について等�
53 応急手当普及講習会�

〒395-0002　飯田市上郷飯沼3145�
飯田市教育委員会 生涯学習課 生涯学習振興係�
153-4545　FAX23-8996

希望の講座を選んでください�

学びあい講座メニュー�

申し込む�

※メニュー以外の講座希望については、教育委員会生涯学習課までご相談ください。�

財政　女性　税務　交通　市政　保健　福祉　水道　環境　農林　建設　教育　選挙　消防�

■申込先、問い合わせ先�
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■生涯学習まちづくり学びあい講座とは…�

　市民の皆さんの元に市職員が出向き、市の業務などについて説明します。�
　知りたいこと、聞きたいことを講座にあるメニューの中から選んでリクエ
ストしてください。行政の取り組み、情報や専門知識を生かしたお話をお届
けします。�
　さらに、情報交換を行い学びあう場を通して、「まちづくり」や「なかまづ
くり」を応援します。�

学びあい講座について　申込ができるのは　申込方法は　講師への費用　お願い�

学びあい講座を紹介します�

　市内に居住しているか、勤務または通学して
いる１０人以上の方で構成された団体及びグル
ープです。地区の団体・グループ、公民館、会社、
学校（教材）、ＰＴＡ、婦人会、老人クラブ、各種サ
ークル等の団体でぜひご利用ください。�

　原則として、午前１０時から午後９時までの間で、
概ね２時間以内です。平日開催が原則ですが、土・
日、祝祭日についてもご相談に応じます。�
  開催場所は飯田市内に限ります。会場の手配
や準備につきましては、申し込まれた皆さんでお
願いいたします。�

　講座を開催する２週間前までに所定の申込書
にて、教育委員会生涯学習課生涯学習振興係
に申し込んでください。（ＦＡＸ可）�
　申込書は、市役所、支所、公民館、保健センター、
市立病院、図書館、さんとぴあ飯田、青少年ホーム、
サンヒルズいいだの各窓口または事務所に用意
してあります。�
　なお、担当課の業務や講師となる職員の日程
などの関係で、開催日時などの希望に添えない
場合がありますので、ご了承ください。�

　講師料は無料です。ただし、講座によっては
材料費など実費が必要な場合があります。�

　学習活動のために講師として職員が出向く制
度ですので、学習を深めるための質疑や意見交
換は構いませんが、陳情、要望、苦情処理を扱う
場ではありませんので、ご協力をお願いします。�

　公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻害す
るおそれのある場合。�
　政治、宗教または営利を目的として行うおそれ
のある場合。�
　学びあい講座の趣旨に反すると認められた
場合。�

■開催日時と場所は…�

■申込み方法は…�

■講師への費用は…�

■申込みや利用をお断りする場合があります…�

■申込みができるのは…�

■利用にあたってのお願い…�
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▼
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３
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５
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２
４
�
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田
市
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栄
町
３
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１
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さ
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と
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田
内
　
社
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福
祉
協
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会
　
地
域
福
祉
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�

　
1（
５
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）
３
１
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０
�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座�

2
級
課
程（
第
2
回
）�

参議院議員通常選挙�参議院議員通常選挙�
投票時間　午前7時～午後8時�
不在者投票　7月12日　～28日　�

午前8時30分～午後8時�
土・日も投票できます。�

場所：市役所議会棟1階　第2委員会室�
■問合せ　選挙管理委員会 内線5633

ホームヘルパー養成講座（2級課程）カリキュラム�

開講式、オリエンテーション�
福祉理念とケアサービスの意義�
サービス提供の基本視点�

8月25日（土）�

開 催 日� 時　　間� 内　　　　　容�

8月26日（日）�

9月 1日（土）�

9月 2日（日）�

9月 8日（土）�

9月 9日（日）�

9月16日（日）�

9月22日（土）�

9月29日（土）�

9月30日（日）�

10月 6日（土）�

10月 7日（日）�

10月14日（日）�

10月15日（月）�

10月20日（土）�

10月21日（日）�

10月27日（土）�

11月 5日（月）�

11月30日（金）�

12月 1日（土）�

11月  4日（日）�

10月28日（日）�

老人福祉の制度とサービス�
障害者（児）福祉制度とサービス�

家事援助の方法、相談援助とケア計画の方法�

ホームヘルプサービス概論�
ホームヘルプサービスの職業倫理�
高齢者・障害者の心理�
高齢者・障害者等の家庭の理解�
在宅看護の基礎知識�
住宅・福祉用具に関する知識�

救急法（10/15と分かれて実施）�

救急法（10/14と分かれて実施）�

模擬同行訪問�

介護技術講習（食事の介護）�
介護技術講習（排泄・尿失禁の介護）�

介護技術講習（寝具の整え方・体位・じょくそう）�
介護技術講習（入浴介助）�

介護技術講習（衣類の着脱）�
介護技術講習（身体の清潔）�
介護技術講習（寝具・車椅子へのトランスファ、車椅子での移動）�
介護技術講習（肢体不自由者の歩行）�
介護技術講習（視覚障害者の介護）�
介護技術講習（緊急時の対応・腰痛予防・介護者の健康管理）�

医学の基礎知識、閉講式（修了証授与）、懇親会�

・介護施設実習（1人当たり16時間）�
・デイサービスセンター見学（人当たり8時間）�
・ホームヘルパーとの同行訪問（人当たり4時間）�

介護概論、介護事例検討�

リハビリテーション医療の基礎知識�
障害・疾病の理解1
レクリエーション体験学習�
障害・疾病の理解2

ケア計画の作成と記録、報告の技術�

家事援助の方法（高齢者の食生活）�
共感的理解と基本的態度の形成�

〜
�

9:00～16:30

9:00～16:00

9:00～15:00

9:00～16:00

9:00～17:00

10:00～17:00

10:00～17:00

10:00～16:00

10:00～17:00

9:00～17:00

10:00～16:00

9:00～17:00

10:00～16:00

8:45～17:15

8:45～17:15

10:00～16:00

10:00～16:00

10:00～16:00

13:00～17:00

8:30～17:15

9:00～12:00
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飯
田
市
立
図
書
館
で
は
、
今

後
地
域
で
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
初
心
者
の

方
を
対
象
に
、
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。�

▼
日
時
　
９
月
〜
１２
月
�

　
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
�

▼
会
場
　
飯
田
中
央
図
書
館
�

　
ま
た
は
上
郷
図
書
館
�

▼
受
講
料
�

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）�

▼
応
募
資
格
�

　
飯
田
市
在
住
で
、
原
則
と
し

　
て
全
講
習
受
講
で
き
る
方
。�

　（
子
ど
も
を
連
れ
て
の
参
加

　
は
で
き
ま
せ
ん
）�

▼
募
集
人
数
　
２５
人
�

※
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
い

　
た
し
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
�

　
各
図
書
館
に
備
え
付
け
て
あ

　
る
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
、
申
込
く
だ
さ
い
。�

▼
締
切
　
７
月
２５
日
d（
必
着
）�

▼
問
合
せ
�

　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

　
鼎
図
書
館
�

　
1（
２
３
）
９
９
０
１
�

　
上
郷
図
書
館
�

　
1（
５
２
）
２
５
５
１
�

読
み
聞
か
せ�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会�

　
押
し
花
と
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利

用
し
て
、
動
物
を
作
り
ま
す
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
は
大
人
の
方

と
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
７
月
２８
日
g�

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所�

　
中
央
図
書
館
２
階�

▼
講
師
　
岩
崎
八
千
代　
先
生
他�

▼
材
料
費
　
百
円�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
中
央
図
書
館�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６�

押
し
花
と
牛
乳
パ
ッ
ク
で�

動
物
を
作
ろ
う�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
開

催
し
、希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
学
習
日
時�

　
７
月
２８
日
〜
８
月
８
日
ま
で

　
の
う
ち
６
日
間�

○
小
学
生
１
・
２
・
３
・
４
年�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分�

○
小
学
生
５
・
６
年�

　
午
後
０
時
３０
分
〜
２
時
３０
分�

○
中
学
生�

　
午
後
０
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
会
場
　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

　
ク
プ
ラ
ザ
・
上
郷
公
民
館�

▼
費
用
・
科
目�

○
小
学
生
　
４
、
５
０
０
円�

　
国
語
・
算
数�

○
中
学
生
　
６
、
０
０
０
円�

　
国
語
・
数
学
・
英
語�

▼
申
込
　
７
月
２３
日
ま
で�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
1（
２
２
）
８
６
９
０�

　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ�

　
1（
５
２
）
１
５
３
５�

夏
休
み
お
さ
ら
い
教
室�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

パ
ソ
コ
ン
講
座
再
募
集�

　
前
期
教
養
講
座
パ
ソ
コ
ン
受

講
生
を
再
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い

　
る
３０
歳
ま
で
の
方�

▼
期
日�

　
７
月
２５
日
d
〜
１０
月
３
日
d�

　
週
１
回
で
全
１０
回�

▼
講
師
　
伊
藤
康
彦
　
先
生
　

　（
飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
）�

▼
内
容�

　
エ
ク
セ
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
の
作
成
・
メ
ー
ル
の
送
受
信�

�

▼
費
用�

　
受
講
料
　
　
　
千
三
百
円�

　
利
用
者
会
費
　
千
五
百
円�

　
運
営
費
　
　
　
六
千
円�

▼
定
員
　
２０
人�

▼
受
付�

　
７
月
５
日
e
か
ら�

○
平
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
　

　
午
後
９
時
。�

○
日
・
祭
日
　
午
前
８
時
３０
分

　
〜
午
後
５
時
。�

▼
申
込
方
法�

　
直
接
来
館
す
る
か
電
話
予
約�

▼
申
込
受
付
・
問
合
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１�

�

夏の交通安全やまびこ運動�

　シートベルト・�
　チャイルドシート着用の徹底�
　高齢者の交通事故防止�
　暴走族追放気運の醸成と�
　夜間の交通事故防止�

市民グループIIDA WAVEでは、街の”にぎわい”
を目指し活動しています。�
プレ・オーディションで選ばれた10組のミュージ
シャンによる”THE FINAL（コンテスト）”を、いよ
いよ開催。今秋発売予定のCDの収録曲を決めるの
はあなたです！ぜひご来場ください。�

■主　催　IIDA Wave（代表：伊藤茂雄）�
■日　時　7月29日（日）　開演13：00�
■会　場　飯田市鼎文化センター�
■入場料　会　員　無料　　一　般　1500円�
　　　　　高校生以下　700円�
■チケット　飯田平安堂各店で販売�
■問合せ　（株）飯田まちづくりカンパニー内 伊本�
　　　　　1（21）1212　FAX（21）1252�
　　　　　e-mail　machikan@iidanet.or.jp

交通安全“あなたが主役”�
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広報�

　
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
で
、
夏

休
み
リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
期
日
　
８
月
２
日
e
�

▼
募
集
対
象
・
人
数
　
飯
田
・

　
下
伊
那
在
住
の
小
中
学
生
と

　
そ
の
保
護
者
２０
組
４０
名
�

▼
応
募
方
法
�

　
官
製
は
が
き
に
次
の
必
要
事

　
項
を
明
記
し
、
必
ず
郵
送
に

　
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

○
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
�

　
２
人
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

　
年
齢
・
性
別
�

▼
応
募
締
切
　
７
月
１６
日
b
�

　（
当
日
消
印
有
効
）�

▼
当
選
者
発
表
�

　
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　
と
な
り
ま
す
。
な
お
当
選
者

　
の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
試

　
乗
会
案
内
通
知
の
発
送
（
７

　
月
下
旬
予
定
）
を
も
っ
て
か

　
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
各
自
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
飯
田
市
役
所
　
企
画
課
�

　
リ
ニ
ア
試
乗
会
事
務
局
�

　
内
線
２
２
２
１
�

夏
休
み
リ
ニ
ア�

親
子
試
乗
会
参
加
者�

第
４８
回
長
野
県
勤
労
者�

美
術
展
作
品�

地
域
に
ぎ
わ
い
創
出�

研
究
会
参
加
者�

　
県
下
伊
那
地
方
事
務
所
で
は
、

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
、
研
究
会
を
開
催

し
、
先
進
的
な
取
り
組
み
の
事

例
発
表
と
車
座
集
会
を
行
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
あ
る

方
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。�

▼
日
時
　
７
月
１８
日
d
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
�

▼
場
所
　
飯
田
市
公
民
館
�

▼
講
師
　
大
橋
慶
人
　
氏
�

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
�

　
　
　
　
中
田
真
司
　
氏
　
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

▼
定
員
　
５０
人
�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
下
伊
那
地

　
方
事
務
所
　
商
工
課
�

　
1（
５
３
）
０
４
３
１
�

　
勤
労
者
の
み
な
さ
ん
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
自
分
の
作
品

を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
募
集
期
間
�

　
８
月
２０
日
b
〜
８
月
２２
日
d
�

▼
募
集
作
品
種
目
　
日
本
画
・

　
洋
画
・
工
芸
・
書
道
・
写
真
�

▼
制
限
　
未
発
表
の
も
の
で
、

　
１
種
目
１
作
品
と
し
ま
す
。�

▼
展
示
会
場
�

　
松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
展
示
期
間
�

　
９
月
２７
日
e
〜
１０
月
１
日
b
�

▼
出
品
料
　
二
千
円
�

▼
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
記

　
入
し
、
出
品
料
と
作
品
を
直

　
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
申
込
用
紙
は
問
合
せ
先
に
用

　
意
し
て
あ
り
ま
す
。�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
県
飯
田
合
同
庁
舎
５
階
�

　
南
信
労
政
事
務
所
飯
田
分
室
�

　
1（
５
３
）
０
４
３
５
　
�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

な
つ
　
の
　
ぶ
　
と
お
と
う
み

ぎ
　
お
ん
ま
い
ぐ
る
ま�

た
き
ぎ
の
う
�

み
こ
し
�

ち
ょ
う
ち
ん
�

と
よ

だ

ち
ょ
う
�

あ
ら

い

ち
ょ
う
�

い
わ
　
た
　　
し
�

遠
　
州�

新居町�

磐田市�

豊田町�

東
海
道
の
宿
駅
制
度
が
で
き
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
○
○
○
○
年
を

迎
え
る
今
年
、
「
東
海
道
四
○
○
○
○
年
祭
」
と
題
し
、
静
岡
県
内

各
地
で
は
三
百
八
十
七
も
の
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
、

芸
能
、
展
示
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の

中
か
ら
遠
州
地
域
で
行
わ
れ
る
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。�

全
国
で
唯
一
、
関
所
の
建
物

が
現
存
す
る
新
居
町
で
は
、
新

居
関
所
や
宿
駅
成
立
の
草
創
期

の
実
存
す
る
古
文
書
を
公
開
す

る
、特
別
展「
東
海
道
と
新
居
関

所
・
新
居
宿
」を
、7
月
19
日（
木
）

か
ら
11
月
25
日（
日
）ま
で
新
居

関
所
史
料
館
で
行
い
ま
す
。�

磐
田
市
の
見
付
宿
場
通
り
で
は
8

月
5
日
（
日
）
、
午
後
6
時
３０
分
ご
ろ

か
ら「
夏
之
部
遠
江
祇
園
舞
車
」を
開

催
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
〝
祇
園

舞
車
お
ど
り
〞
、
男
女
が
披
露
す
る

薪
能
に
よ
る
〝
舞
〞
、
太
鼓
に
よ
る

〝
遠
州
響
き
の
競
演
〞
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。�

同
じ
く
8
月
5
日（
日
）、江
戸

時
代
か
ら
伝
承
さ
れ
る「
池
田
や

か
た
祭
り
」
が
、
豊
田
町
の
天
竜

川
河
川
敷
で
午
後
7
時
ご
ろ
か

ら
行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
ホ
オ
ズ

キ
提
灯
で
飾
っ
た
神
輿
を
天
竜

川
に
担
ぎ
込
み
、
厄
流
し
・
病
難

防
除
を
祈
り
火
を
付
け
て
川
に

流
す
珍
し
い
お
祭
り
で
す
。�

「東海道四○○○○年祭」実行委員会事務局�
1054-221-2914　http：//www.tokaido400.com�

◆新居関所史料館　　1053-594-3615�

◆磐田市見付公民館　10538-32-0322�

◆豊田町役場　　　　10538-36-3158

■問合せ�
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県
民
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ�

飯
伊
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
参
加

▼
開
催
日
 
９
月
２
日
a
�

▼
参
加
資
格
�

・
飯
田
市
に
居
住
す
る
方
�

・
年
齢
制
限
の
基
準
日
は
平
成

　
１３
年
４
月
１
日
現
在
。�

▼
参
加
料
　
無
料
�

◎
陸
上
競
技
�

○
一
般
の
部
�

　（
男
３
５
歳
以
上
）�

　（
女
３
０
歳
以
上
）�

・
１
０
０
ｍ
走
（
男
・
女
）�

・
１
５
０
０
ｍ
走
（
男
・
女
）�

・
男
女
混
合
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
�

　（
男
２
人
+
女
２
人
）�

・
走
幅
跳
（
男
）�

・
砲
丸
投
（
男
）�

○
高
校
生
以
上
の
部
�

・
３
０
０
０
ｍ
走
（
女
）�

・
５
０
０
０
ｍ
走
（
男
）�

○
中
学
生
の
部
�

・
１
０
０
ｍ
走
（
男
・
女
）�

・
３
０
０
０
ｍ
走
（
男
・
女
）�

○
小
学
生
の
部
�

・
１
０
０
ｍ
走
�

　（
４
年
生
以
上
男
・
女
）�

・
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　
４
人
�

　（
５
年
生
以
上
男
・
女
）�

・
１
０
０
０
ｍ
走
�

　（
５
年
生
以
上
男
・
女
）�

・
走
幅
跳
（
４
年
生
以
上
男
・
女
）�

○
会
場
　
松
尾
総
合
運
動
場
�

　（
雨
天
決
行
）�

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
�

　（
男
４５
歳
以
上
の
ペ
ア
）�

　（
女
２５
歳
以
上
の
ペ
ア
）�

○
会
場
　
喬
木
村
運
動
公
園
�

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
�

　（
雨
天
時
高
森
町
民
体
育
館
）�

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
�

　（
小
学
生
以
上
）�

○
会
場
　
豊
丘
村
運
動
広
場
�

　（
雨
天
決
行
）�

▼
申
込
締
切
　
７
月
２７
日
f
�

▼
そ
の
他
�

※
上
位
者
は
１０
月
２８
日
a
開
催

　
の
県
大
会
へ
出
場
で
き
ま
す
。�

　（
県
大
会
の
な
い
競
技
あ
り
）

※
飯
伊
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
者

　
は
、飯
田
市
選
手
団
結
団
式（
８

　
月
２８
日
c
午
後
７
時
よ
り
、

　
上
郷
公
民
館
）
を
行
い
ま
す
。�

※
大
会
要
項
は
都
合
に
よ
り
変
�

　
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

※
詳
細
は
、
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
課

　
1（
２
１
）
３
０
０
１
�

　
暴
力
団
対
策
法
の
施
行
か
ら

１０
年
目
を
迎
え
、
暴
力
団
追
放

運
動
に
活
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
を
募
集
し
ま
す
。�

　
優
秀
作
品
は
「
第
１１
回
暴
力

追
放
県
民
大
会
」
で
表
彰
さ
れ

ま
す
。�

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
7
長
野
県
暴
力
　

　
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
事
務
局�

　
1
０
２
６
（
２
３
５
）２
１
４
０�

　
７
月
２１
日
か
ら
３１
日
は
、「
森

と
緑
に
親
し
む
旬
間
」
で
す
。�

　
こ
の
旬
間
に
ち
な
み
、
松
川

ダ
ム
の
見
学
会
と
、
写
生
大
会

を
行
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
７
月
２７
日
f�

○
見
学
会�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時�

○
写
生
大
会�

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時�

▼
内
容�

　
ダ
ム
の
中
や
操
作
室
、
発
電

　
所
を
職
員
が
案
内
し
ま
す
。�

※
団
体
見
学
の
希
望
は
、
前
日

　
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

※
小
学
３
年
生
以
下
で
写
生
大

　
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
保

　
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
集
合
場
所
・
問
合
せ
　
長
野

　
県
松
川
ダ
ム
管
理
事
務
所�

　
1（
２
３
）
０
６
２
２�

暴
力
追
放�

ポ
ス
タ
ー
・
標
語�

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間�

松
川
ダ
ム
見
学
会
参
加
者�

7月の納税�

税目�

納期�

市県民税（2期）�

国民健康保険税（7月分）�

7月31日（火）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

福祉よろず相談�

戦傷病者・戦没者�
援 護 相 談 �

特 別 �
（法律）�

一 般 �

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

７月６日（金）�
１３：３０～１５：３０�

７月１３日（金）�
１３:００～１７:００�
７月８日（日）�
７月１８日（水）�
７月２８日（土）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
７月１０日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

７月１０日（火）�
１３:３０～１６:００�
８月１日（水）�
１３：００～１６：００�
７月２１日（土）�
１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は予
約制、電話で申し
込んでください。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

飯田市公民館�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�
市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

市役所２０１号�

鼎 公 民 館 �
２ 階 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�
家庭児童相談室�

1２２-４５１１�
内線  ５３２７�

1５２-０６３３�

飯 田 中 央 �
保 育 園 �
1２２-４１３３�
保 健 課 �
内線  ５３４５�
福 祉 課 �
内線  ５３８５�
福 祉 研 究 会 �
1５２-２５２１�

交通防災課�
1２２-４５１１　内線２４３５�

電話相談、予約制にて個別面談可�

動物園の休園日�
7月2日b◆ 9日b�
◆16日b◆23日b

◆25日d◆30日b

問合せ　動物園 122-0416
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文
化
ガ
イ
ド�

美
博
だ
よ
り� 　�

綿半野原コレクション�綿半野原コレクション�

●開館時間�
　午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休 館 日　毎週月曜日�
●観 覧 料 �
　一般 310円（210円）高校生 200円（150円）�
　小中学生 100円（80円）�
　※（ ）内は20人以上の団体�

6月28日（木）～8月12日（日）�

大森運夫 ｢伊那谷の人形達｣昭和63年�

　美術博物館では、６月28日より平常展示として「綿半野原コレクショ
ン－大森運夫－」を開催しています。�
　大森運夫は、地方に残された民俗芸能などをモチーフにして、人間
の心の内に秘められた様々な感情やエネルギーを表現してゆく作家で
す。昭和50年代末頃からは当地にも取材に訪れ、以降は伊那谷の人
形浄瑠璃に取材した作品を数多く手掛けました。�
　写真の作品は本展に出品する「伊那谷の人形達」です。本図では
黒田人形の武智（明智）光秀を中心に据え、その周囲に今田や伊豆木
の人形を配します。そして彼らの姿に託して、戦に敗れた武将たちの絶望
と無念とを伝えます。�

展示期間�

その他の展示�

＜特別陳列＞�
・伊那谷の人形芝居のかしら3�
　7月20日（金）～8月19日（日）�
＜平常展示＞�
・綿半野原コレクション－明代の陶磁器２－�
　6月28日（木）～9月19日（水）�
・日本画２�
　7月13日（金）～8月12日（日）�

尾林古窯の狛犬�
（おばやしこようのこまいぬ）�

追手町2-655　美術博物館�
飯田市有形文化財（工芸品）�
慶長14年（1609）作の銘あり。�

－大森運夫－�

日　時：7月8日（日）�

　　 　午前10時～午後4時頃�

場　所：麻績の館　�

入場料：前売り500円（当日700円）�

●「江戸糸あやつり人形公演」�

　午前11時・午後2時公演�

　十数本の糸で、繊細で表情豊かな動きを生み出す

「江戸糸あやつり人形」。伝統を継承しながら新しい

表現を模索しつづける人形遣い、上條充さんを迎え

ての公演です。�

期　間　8月21日（火）～28日（火）�
　　　　＊チケット発売中　　�

期　日　9月27日（木）　午後7時開演�
　　　　＊チケット7月5日から発売開始�

第１３回アフィニス夏の音楽祭�

読売日本交響楽団公演�

参加証ワッペン（700円）�

有料公演チケット発売中！�プレフェスタ�プレフェスタ�
○フェスタのチケットやピンバッジなど、ステキなプレゼント

　が当たる抽選会。�

○プリクラ・わたがしなどのお楽しみコーナー。�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

●
美
博
�

1（
2
2
）8
1
1
8


